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和 文 要 旨  

 

前 立 腺 肥 大 症 に 対 し て α 1 遮 断 薬 を 4 週 以 上 投 与

し て も 過 活 動 膀 胱 の 症 状 が 残 っ て い る 患 者 を 、 タ ム ス

ロ シ ン 0 . 2 m g 単 独 群 （ 2 6 例 ） と ソ リ フ ェ ナ シ ン 2 . 5 m g

併 用 群 （ 2 5 例 ） の 2 群 に 交 互 割 付 け し 、 4 週 後 に 有

効 性 、 安 全 性 に つ き 評 価 し た 。 I - P S S 合 計 ス コ ア 、

I - P S S の 蓄 尿 症 状 ス コ ア 、 Q O L ス コ ア は 併 用 群 で の

み 有 意 に 改 善 し た 。 併 用 群 で は O A B S S の う ち 夜 間

頻 尿 、 尿 意 切 迫 感 、 尿 失 禁 の 各 ス コ ア が 有 意 に 改

善 し た が 、 単 独 群 で は O A B S S の う ち 尿 意 切 迫 感 ス コ

ア の み が 有 意 に 改 善 し た 。 両 群 と も 残 尿 量 や 尿 流 率

に 影 響 を 与 え な か っ た 。 α 1 遮 断 薬 投 与 後 も 過 活 動

膀 胱 症 状 が 残 る 前 立 腺 肥 大 症 患 者 に 対 し て 、 タ ム

ス ロ シ ン と ソ リ フ ェ ナ シ ン の 併 用 は 有 用 な 治 療 法 で あ る

こ と が 示 さ れ た 。  
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英 文 要 旨  

 

  T h e  e f f e c t s  o f  t a m s u l o s i n  w i t h  o r  w i t h o u t  

s o l i f e n a c i n  w e r e  c o m p a r e d  i n  m e n  w i t h  b e n i g n  

p r o s t a t i c  h y p e r p l a s i a  a n d  o v e r a c t i v e  b l a d d e r .  

M e n  w i t h  b e n i g n  p r o s t a t i c  h y p e r p l a s i a  w h o  h a d  

o v e r a c t i v e  b l a d d e r  s y m p t o m s  a f t e r  t r e a t m e n t  

w i t h  α 1 - b l o c k e r  w e r e  a l t e r n a t e l y  a l l o c a t e d  t o  

4 - w e e k  t r e a t m e n t  w i t h  e i t h e r  t a m s u l o s i n  

( 0 . 2 m g )  a l o n e  ( 2 6  p a t i e n t s )  o r  t a m s u l o s i n  w i t h  

s o l i f e n a c i n  ( 2 . 5 m g )  ( 2 5  p a t i e n t s ) .  I - P S S  t o t a l  

s c o r e ,  I - P S S  s t o r a g e  s y m p t o m  s c o r e ,  a n d  Q O L  

s c o r e  w e r e  s i g n i f i c a n t l y  i m p r o v e d  i n  o n l y  

t h o s e  w i t h  s o l i f e n a c i n .  O f  4  i t e m s  o f  O A B S S ,  

s c o r e s  f o r  n o c t u r i a ,  u r g e n c y ,  a n d  u r g e n c y  

i n c o n t i n e n c e  w e r e  i m p r o v e d  i n  t h o s e  w i t h  

s o l i f e n a c i n ,  w h i l e  i n  t h o s e  w i t h o u t  

s o l i f e n a c i n  o n l y  u r g e n c y  s c o r e  w a s  i m p r o v e d .  

M a x i m a l  f l o w  r a t e  o r  p o s t v o i d  r e s i d u a l  u r i n e  

v o l u m e  d i d  n o t  c h a n g e  s i g n i f i c a n t l y  i n  e i t h e r  
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g r o u p .  T h e s e  d a t a  s u g g e s t  t h a t  t a m s u l o s i n  

p l u s  s o l i f e n a c i n  i s  m o r e  e f f e c t i v e  t r e a t m e n t  

f o r  m e n  w i t h  b e n i g n  p r o s t a t i c  h y p e r p l a s i a  a n d  

o v e r a c t i v e  b l a d d e r .        
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は じ め に  

 下 部 尿 路 症 状 は 、男 女 を 問 わ ず 頻 度 が 高 く 、

Q O L に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と が 指 摘 さ れ

て い る 1 ) 。 5 0 歳 以 上 の 男 性 で 下 部 尿 路 症 状 を

有 す る 場 合 、 ま ず 留 意 す べ き 病 態 は 前 立 腺 肥

大 症 と 過 活 動 膀 胱 で あ ろ う 。 前 立 腺 肥 大 症 に

伴 う 下 部 尿 路 症 状 の 出 現 に は 、下 部 尿 路 閉 塞 、

排 尿 筋 過 活 動 、 排 尿 筋 収 縮 不 全 な ど の 因 子 が

様 々 な 程 度 に 関 与 す る 2 ) 。 一 方 、 尿 意 切 迫 感

を 中 心 と す る 蓄 尿 症 状 に よ り 診 断 さ れ る 過 活

動 膀 胱 は 、前 立 腺 肥 大 症 の 5 0 ～ 7 5 ％ に 合 併 す

る 3 ) 。 過 活 動 膀 胱 を 合 併 す る 前 立 腺 肥 大 症 患

者 に 対 す る よ り 効 果 的 な 治 療 方 針 の 確 立 は 、

泌 尿 器 科 医 の 重 要 な 課 題 で あ る 。  

 前 立 腺 肥 大 症 に 伴 う 下 部 尿 路 症 状 に 対 す る

薬 物 療 法 の 第 1 選 択 は α 1 受 容 体 遮 断 薬 で あ

り 、 そ の 有 用 性 に つ い て こ れ ま で に 多 く の 報

告 が な さ れ て い る 4 ~ 6 ) 。 α 1 受 容 体 遮 断 薬 に

よ り 、 前 立 腺 肥 大 症 に 伴 う 蓄 尿 症 状 も 改 善 す

る 。 し か し 、 過 活 動 膀 胱 を 合 併 す る 前 立 腺 肥
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大 症 患 者 で は 、 過 活 動 膀 胱 を 合 併 し な い 前 立

腺 肥 大 症 患 者 に 比 較 し て 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬

単 独 の 効 果 が 少 な く 、 抗 コ リ ン 薬 の 併 用 が 有

用 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 7 ) 。 こ れ ま で

の 国 内 8 , 9 ) 、お よ び 海 外 3 , 1 0 , 1 1 ) か ら の 報 告 で 、

過 活 動 膀 胱 を 合 併 す る 前 立 腺 肥 大 症 患 者 に 対

す る α 1 受 容 体 遮 断 薬 と 抗 コ リ ン 薬 併 用 の 有

用 性 が 示 さ れ て い る が 、 抗 コ リ ン 薬 と し て  

プ ロ ピ ベ リ ン や ト ル テ ロ ジ ン を 使 用 し た も の

が 多 い 。  

 本 研 究 は 、 過 活 動 膀 胱 を 合 併 す る 前 立 腺 肥

大 症 患 者 に 対 す る α 1 受 容 体 遮 断 薬 と 新 規 抗

コ リ ン 薬 で あ る ソ リ フ ェ ナ シ ン 1 2 ) の 併 用 の

有 用 性 、 安 全 性 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的

と し た 。  

 

Ⅰ ． 対 象 と 方 法  

 前 立 腺 肥 大 症 に 対 し て α 1 受 容 体 遮 断 薬 を

４ 週 間 以 上 投 与 し て も 過 活 動 膀 胱 の 症 状 を 認

め る 5 0 歳 以 上 の 患 者 を 対 象 と し た 。 過 活 動
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膀 胱 の 症 状 は 、 過 活 動 膀 胱 診 療 ガ イ ド ラ イ ン

1 3 ) に 準 拠 し 、 過 活 動 膀 胱 症 状 質 問 票

( O v e r a c t i v e  b l a d d e r  s y m p t o m  s c o r e :  

O A B S S ) の 尿 意 切 迫 感 ス コ ア が 2 点 以 上（ 週 １

回 以 上 あ り ）、 か つ O A B S S の 合 計 ス コ ア が ３

点 以 上 で 判 断 し た 。 本 試 験 参 加 時 に 残 尿 が

1 0 0 m L 以 上 の 症 例 、 尿 流 測 定 に お け る 最 大 尿

流 率 が 5 m L / 秒 未 満 の 症 例 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬

の 継 続 が 不 適 切 な 症 例 、 抗 コ リ ン 薬 の 投 与 が

不 適 切 な 症 例 は 除 外 し た 。  

 試 験 方 法 は 、 塩 酸 タ ム ス ロ シ ン 0 . 2 m g を 1

日 1 回 単 独 投 与 す る 群（ タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 ）

と タ ム ス ロ シ ン に 加 え て コ ハ ク 酸 ソ リ フ ェ ナ

シ ン 2 . 5 m g を 1 日 １ 回 併 用 す る 群 （ ソ リ フ ェ

ナ シ ン 併 用 群 ） に 交 互 割 付 し て 、 自 覚 症 状 、

Q O L ス コ ア 、 他 覚 所 見 に つ い て ４ 週 後 に 評 価

し た 。 自 覚 症 状 の 評 価 に は 、 I - P S S と O A B S S

を 用 い 、 他 覚 所 見 と し て は 、 尿 流 測 定 に お け

る 最 大 尿 流 率 と 残 尿 量 を 検 討 し た 。  

 結 果 は 、 m e a n ± S D で 記 載 し た 。 統 計 検 定
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に は 、 W i l c o x o n  r a n k  s u m  t e s t お よ び

W i l c o x o n  s i g n e d - r a n k  t e s t を 用 い 、 p < 0 . 0 5

を 有 意 差 あ り と し た 。  

 

Ⅱ ． 結 果  

 ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 群 は 2 5 例 、 タ ム ス ロ

シ ン 単 独 群 は 2 6 例 で 、 両 群 の 背 景 を 表 １ に

示 す 。登 録 時（ 交 互 割 付 時 ）の 患 者 年 齢 、I - P S S 、

Q O L ス コ ア 、 O A B S S 、 最 大 尿 流 率 、 残 尿 量 に

は ２ 群 間 に 有 意 差 を 認 め な か っ た 。  

 登 録 時 と ４ 週 後 の 比 較 で は 、 I - P S S は ソ リ

フ ェ ナ シ ン 併 用 群 で は 、 1 3 . 9 ± 6 . 0 か ら 1 1 . 2

± 7 . 6 へ と 有 意 な 改 善 が み ら れ た が 、タ ム ス ロ

シ ン 単 独 群 で は 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ

た （ 1 1 . 6 ± 5 . 7 か ら 1 0 . 8 ± 5 . 6 ）（ 図 １ ）。 I - P S S

を 蓄 尿 症 状 ス コ ア （ 昼 間 頻 尿 、 尿 意 切 迫 感 、

夜 間 頻 尿 ） と 排 尿 症 状 ス コ ア （ 尿 勢 低 下 、 尿

線 途 絶 、 腹 圧 排 尿 ） に 分 け て 検 討 す る と 、 ソ

リ フ ェ ナ シ ン 併 用 群 で は 蓄 尿 症 状 ス コ ア の 有

意 な 改 善 が み ら れ た が 、 タ ム ス ロ シ ン 単 独 群
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で は 蓄 尿 症 状 ス コ ア の 有 意 な 改 善 は 認 め ら れ

な か っ た （ 図 １ ）。 排 尿 症 状 ス コ ア は 両 群 と も

有 意 な 変 化 は み ら れ な か っ た （ 図 １ ）。  

 Q O L ス コ ア は 、 ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 群 で は

4 . 0 ± 0 . 8 か ら 3 . 3 ± 1 . 2 へ と 有 意 な 改 善 が 認 め

ら れ た が 、 タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 で は 有 意 な 改

善 は み ら れ な か っ た （ 図 ２ ）。  

 O A B S S の 変 化 に つ い て は 、ソ リ フ ェ ナ シ ン

併 用 群 で は 7 . 3 ± 2 . 2 か ら 4 . 4 ± 2 . 4 、 タ ム ス ロ

シ ン 単 独 群 で は 6 . 4 ± 2 . 0 か ら 5 . 0 ± 2 . 7 へ と 両

群 と も に 有 意 な 改 善 が 認 め ら れ た （ 図 ３ ）。 両

群 に お け る O A B S S の 変 化 量 を 比 較 す る と 、

ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 群 に お け る 変 化 量 は タ ム

ス ロ シ ン 単 独 群 に お け る 変 化 量 よ り 有 意 に 大

き か っ た （ p < 0 . 0 1 ）。 O A B S S を 構 成 す る ４ 項

目 別 に 検 討 す る と 、 ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 群 で

は 、 夜 間 頻 尿 、 尿 意 切 迫 感 、 切 迫 性 尿 失 禁 の

３ 項 目 に お い て 有 意 な 改 善 が み ら れ た が （ 図

４ ）、タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 で は 尿 意 切 迫 感 の 項

目 の み で 有 意 な 改 善 が 認 め ら れ た （ 図 ４ ）。
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O A B S S の ４ 項 目 別 に 変 化 量 を 検 討 す る と 、尿

意 切 迫 感 の 変 化 量 は ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 群 で

タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 よ り 有 意 に 変 化 量 が 大 き

か っ た （ p < 0 . 0 5 ）。  

 最 大 尿 流 率 、 残 尿 量 は 、 両 群 と も 有 意 な 変

化 は 認 め ら れ な か っ た （ 図 ５ ）。  

 副 作 用 と し て 、 タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 に お い

て 軽 度 の 慢 性 湿 疹 が 1 例 で 認 め ら れ た 。  

 

Ⅲ ． 考 察  

 前 立 腺 肥 大 症 に 伴 う 下 部 尿 路 症 状 に 対 す る

薬 物 治 療 の 第 1 選 択 は 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬 で

あ り 、 排 尿 症 状 の み な ら ず 蓄 尿 症 状 も 改 善 す

る 4 ) , 6 ) 。 α 1 受 容 体 サ ブ タ イ プ に 対 す る 選 択

性 の 相 違 か ら 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬 に は い く つ

か の 種 類 が 存 在 す る が 、 下 部 尿 路 症 状 の 改 善

の 度 合 い に は 、 明 ら か な 相 違 は な い こ と が 報

告 さ れ て い る 6 ) 。 一 方 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬 投

与 後 の 下 部 尿 路 症 状 の 改 善 が 不 良 な 場 合 、α 1

受 容 体 遮 断 薬 を 変 更 す る こ と に よ り 下 部 尿 路
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症 状 の 改 善 が 期 待 で き る と の 報 告 も み ら れ て

い る 1 4 ) 。 し た が っ て 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬 投 与

後 も 過 活 動 膀 胱 の 症 状 が 残 存 す る 場 合 、 α 1

受 容 体 遮 断 薬 を 変 更 す る オ プ シ ョ ン と 抗 コ リ

ン 薬 を 併 用 す る オ プ シ ョ ン が 存 在 す る 。 前 立

腺 肥 大 症 患 者 に 抗 コ リ ン 薬 を 使 用 す る と 、 副

作 用 と し て の 排 尿 困 難 、 残 尿 の 増 加 が 危 惧 さ

れ 、 前 立 腺 肥 大 症 患 者 に 抗 コ リ ン 薬 を 併 用 す

る 場 合 に は 、 慎 重 な 投 与 が 望 ま れ て き た 。  

こ れ ま で の 国 内 の 報 告 で は 、 α 1 受 容 体 遮

断 薬 （ タ ム ス ロ シ ン ） と 抗 コ リ ン 薬 （ プ ロ ピ

ベ リ ン 2 0 m g を 1 日 １ 回 投 与 ） の 併 用 は 、 α 1

受 容 体 遮 断 薬 単 独 投 与 に 比 較 し て 、 蓄 尿 症 状

の 改 善 に 優 れ る も の の 、 排 尿 困 難 、 残 尿 の 有

意 な 増 加 、 尿 閉 な ど の 排 尿 に 関 す る 副 作 用 が

1 6 . 4 % で 認 め ら れ 、 尿 閉 の 頻 度 は 3 % で あ っ た

8 ) 。 ま た 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬 （ タ ム ス ロ シ ン あ

る い は ナ フ ト ピ ジ ル ） 投 与 後 も 蓄 尿 症 状 が 残

存 す る 前 立 腺 肥 大 症 患 者 に 対 し て 、 抗 コ リ ン

薬 （ プ ロ ピ ベ リ ン 2 0 m g を 1 日 1 回 投 与 ） を
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併 用 し た 報 告 9 ) で は 、 尿 閉 な ど の 合 併 症 は な

か っ た も の の 、 残 尿 量 は 抗 コ リ ン 薬 併 用 前

2 9 . 5 ± 3 5 . 1  m L か ら 併 用 後 4 2 . 6 ± 5 7 . 2  m L へ

と 統 計 学 的 に 有 意 な 残 尿 の 増 加 が 認 め ら れ て

い る 。 そ の 他 に 、 前 立 腺 肥 大 症 に 伴 う 蓄 尿 症

状 に 対 す る ナ フ ト ピ ジ ル 単 独 投 与 と ナ フ ト ピ

ジ ル と 抗 コ リ ン 薬 （ プ ロ ピ ベ リ ン

1 0 ~ 2 0 m g / d a y 、 あ る い は オ キ シ ブ チ ニ ン

2 ~ 6 m g / d a y ）の 併 用 投 与 を 比 較 し た 試 験 で は 、

単 独 療 法 と 併 用 療 法 間 で は 臨 床 効 果 に 差 は な

い が 、 残 尿 量 が 5 0 m L 以 上 増 加 し た 症 例 の 割

合 は 、 単 独 群 5 . 0 % に 対 し 、 併 用 群 で は 2 2 . 9 %

と 有 意 に 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る 1 5 ) 。  

海 外 か ら の 報 告 で も 、 過 活 動 膀 胱 を 伴 う 前

立 腺 肥 大 症 患 者 3 , 7 , 1 0 ) あ る い は 過 活 動 膀 胱 の

症 状 を 有 す る 男 性 患 者 1 1 ) に 対 し て は 、 α 1 受

容 体 遮 断 薬 単 独 投 与 よ り α 1 受 容 体 遮 断 薬 と

抗 コ リ ン 薬 の 併 用 療 法 が よ り 有 効 性 が 高 い こ

と が 報 告 さ れ て い る 。 そ の 一 方 で 、 尿 閉 の 発

生 率 は 0 ~ 3 . 3 % と 低 く 、併 用 療 法 の 安 全 性 は 高
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い こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 さ ら に 、 膀 胱 出 口

部 閉 塞 ( b l a d d e r  o u t l e t  o b s t r u c t i o n ) と ウ ロ ダ

イ ナ ミ ク ス 上 の 排 尿 筋 過 活 動 を 有 す る 男 性 患

者 に 対 し て 、 抗 コ リ ン 薬 （ ト ル テ ロ ジ ン  

4 m g / d a y ） あ る い は プ ラ セ ボ を 投 与 し た 検 討

1 6 ) で は 、 プ ラ セ ボ 群 に 比 較 し て 抗 コ リ ン 薬 投

与 群 で は 、 膀 胱 出 口 部 閉 塞 の 程 度 の 軽 減 、 排

尿 筋 の 不 随 意 収 縮 出 現 ま で の 膀 胱 容 量 の 増 加 、

膀 胱 内 圧 検 査 に お け る 最 大 膀 胱 容 量 の 増 加 が

み ら れ 、 残 尿 量 の 増 加 は プ ラ セ ボ 群 よ り 平 均

で 2 5 m L 多 い だ け で 、 尿 閉 の 発 生 も な か っ た

こ と が 報 告 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 過 活 動

膀 胱 あ る い は 排 尿 筋 過 活 動 を 合 併 す る 前 立 腺

肥 大 症 患 者 に 対 す る 抗 コ リ ン 薬 の 使 用 は 、 従

来 考 え ら れ て い た よ り も 、 安 全 で あ る こ と が

示 唆 さ れ つ つ あ る 。  

本 試 験 で は 、 α 1 受 容 体 遮 断 薬 を 一 定 期 間

投 与 し て も O A B 症 状 が 残 存 し て い る 症 例 に

α 遮 断 薬 で あ る タ ム ス ロ シ ン 単 独 投 与 を 継 続

す る 群 と タ ム ス ロ シ ン に 新 規 の 抗 コ リ ン 薬 で
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あ る ソ リ フ ェ ナ シ ン 低 用 量 （ 2 . 5 m g を 1 日 1

回 投 与 ） の 併 用 治 療 を 行 う 群 の ２ 群 を 短 期 的

に 評 価 し た 。 両 群 の 最 大 尿 流 率 、 残 尿 量 の 推

移 は 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ ず 、 問 題 と な る 副

作 用 の 発 現 も な か っ た こ と か ら 、 タ ム ス ロ シ

ン 0 . 2 m g ／ 日 と ソ リ フ ェ ナ シ ン 2 . 5 m g ／ 日 の

併 用 療 法 に 問 題 は な く 、 安 全 性 も 確 認 さ れ た

も の と 考 え る 。  

タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 と ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用

群 の O A B S S は 有 意 に 改 善 し て い た 。 一 方 I

－ P S S 、 Q O L ス コ ア の 改 善 に お い て 、 ソ リ フ

ェ ナ シ ン 併 用 群 の 方 が タ ム ス ロ シ ン 単 独 群 よ

り 優 れ て い て 、 抗 コ リ ン 薬 の 有 効 性 が 示 唆 さ

れ た 。 今 回 の 短 期 間 の 検 討 で は 、 排 尿 症 状 に

つ い て は 両 群 と も に 変 化 が み ら れ な か っ た が 、

こ れ は 一 定 期 間 の α 遮 断 薬 の 投 与 に よ り 既 に

症 状 が 十 分 に 改 善 さ れ て い た 事 に 起 因 す る と

考 え ら れ る 。  

本 試 験 の 結 果 か ら 、 α 1 遮 断 薬 投 与 後 も 過 活

動 膀 胱 症 状 が 残 る 前 立 腺 肥 大 症 患 者 に 対 し て 、 タ
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ム ス ロ シ ン と ソ リ フ ェ ナ シ ン の 併 用 は 有 用 な 治 療 法 で あ

る こ と が 示 さ れ た 。 本 試 験 は ４ 週 間 と い う 短 期 間 の 試

験 で あ り 、 か つ 併 用 し た ソ リ フ ェ ナ シ ン も 2 . 5 m g と 低 用

量 で あ っ た 。 今 後 は ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 の 長 期 の 有 効

性 と 安 全 性 を 検 討 す る こ と が 必 要 で あ り 、 ま た 、 本 試

験 よ り も 高 い 用 量 設 定 で の ソ リ フ ェ ナ シ ン 併 用 の 有 効

性 、 安 全 性 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。  

 

Ⅳ ． ま と め  

１ ． 前 立 腺 肥 大 症 に 対 し て α 1 遮 断 薬 を 4 週 以 上

投 与 し て も 過 活 動 膀 胱 症 状 が 残 っ て い る 患 者 を 、

タ ム ス ロ シ ン 0 . 2 m g 単 独 群 （ 2 6 例 ） と ソ リ フ ェ ナ シ ン

2 . 5 m g 併 用 群 （ 2 5 例 ） の 2 群 に 交 互 割 付 け し 、 4

週 後 に 有 効 性 、 安 全 性 に つ き 評 価 し た 。  

２ ． I - P S S 合 計 ス コ ア 、 I - P S S の 蓄 尿 症 状 ス コ ア 、

Q O L ス コ ア は 併 用 群 で の み 有 意 に 改 善 し た 。 併 用

群 で は O A B S S の う ち 夜 間 頻 尿 、 尿 意 切 迫 感 、 尿

失 禁 の 各 ス コ ア が 有 意 に 改 善 し 、 単 独 群 で は

O A B S S の う ち 尿 意 切 迫 感 ス コ ア が 有 意 に 改 善 し

た 。  
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３ ． 両 群 と も 残 尿 量 や 尿 流 率 に 影 響 を 与 え な か っ た 。  

４ ． α 1 遮 断 薬 投 与 後 も 過 活 動 膀 胱 症 状 が 残 る 前

立 腺 肥 大 症 患 者 に 対 し て 、 タ ム ス ロ シ ン と ソ リ フ ェ ナ

シ ン の 併 用 は 有 用 な 治 療 法 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  
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図 の 説 明  

 

図 １  I - P S S の 推 移  

 

図 ２  Q O L ス コ ア の 推 移  

 

図 ３  O A B S S の 推 移  

  

図 ４  O A B S S の 項 目 別 ス コ ア の 推 移  

 

図 ５  最 大 尿 流 率 ( Q m a x ) と 残 尿 量 の 推 移  

 

 



ソリフェナシン
併用群

（

 

ｎ＝25

 

）

タムスロシン
単独群

（

 

ｎ＝26

 

）

Wilcoxon

 
rank

 sum test 

年齢 （歳） 75.1±16.4 73.3 ±27.8 NS

I-PSS合計点数 13.9 ±6.0 11.6 ±5.7 NS

蓄尿症状スコア 7.2 ±2.5 6.5 ±3.1 NS

排尿症状スコア 5.3 ±3.5 4.2 ±3.0 NS

夜間頻尿 (回/日) 2.7 ±1.2 2.5 ±1.2 NS

QOLスコア 4.0 ±0.8 3.7 ±1.1 NS

OABSS 7.3 ±2.6 6.4 ±2.0 NS

最大尿流率 (mL/s) 13.0 ±8.5 13.5 ±7.3 NS

残尿量 （mL） 41.4 ±24.9 33.5 ±31.7 NS

表１
 
患者背景の比較

(Mean ±SD）



図１

＊＊

NS

NS

NS

NS

＊＊

0

5

10

15

20

25

登録時 4週後
0

5

10

15

登録時 4週後
0

5

10

15

登録時 4週後

13.9±6.0  

11.2±7.6  

11.6±5.7 
10.8±5.6 

7.2±2.5 

6.5±3.1 

5.8±3.2

5.3±3.5
4.6±4.0

4.2±3.0 4.2±3.0

Ｔｏｔａｌ 蓄尿症状 排尿症状

併用群 単独群

5.5±3.2 

Wilcoxon signed-rank test

 
＊＊：ｐ＜0.0１



＊

NS  

0

1

2

3

4

5

6

登録時 4週後

3.7±1.1 

3.4±1.2

4.0±0.8 

3.3±1.2 

図２

QOLスコア

併用群 単独群

Wilcoxon signed-rank test

 
＊：ｐ＜0.05



＊＊

＊＊

OABSS

0

5

10

15

登録時 4週後

7.3±2.2 

6.4±2.0 

5.0±2.7 

4.4±2.4 

図３

併用群 単独群

Wilcoxon signed-rank test

 
＊＊：ｐ＜0.0１



図４
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